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背景と目的
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背景
• 一般ユーザのオープンソースソフトウェアの使用率が増加 

ソフトウェアの品質保証が重要 

• OSSにおいてもソフトウェアテストの実施は普及しつつ
ある
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問題点

• プロジェクトが大きくなるにつれて，プロダクトコードが
膨大になるため，テストコードも膨大になる 

• テストコードそのものの品質に関する研究は少ない
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既存研究
• Vahabzadehらはテストコードの不具合を，既存の不具合
検出ツールで検出できるのかについて実証研究 

テストコードの不具合を分類 

• 本研究との違い 
既存研究ではテストコードにのみ着目し，プロダクトコー
ドを除外している 

本研究では，プロダクトコードも考慮に入れる
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目的
• テストコードにおける不具合を検出するツール
BreakingOutBugFinderを使用し，正しく不具合を検出
できているか評価実験を行う
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テストコードの不具合
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テストコードの不具合
• Cunninghamはテストコードの不具合により発生する現
象を２種類に分類[1] 

Silent Horror ：テストコードに不具合が存在するた
めにテストが成功する 

False Alarm：テストコードに不具合が存在するため
にテストが失敗する

 8 [1]Cunningham, W.: Bugs in the tests. 



Silent Horror
• VahabzadehらはSilent Horrorを２種類に分類[2] 

Missing Assertion：誤った例外処理によって発生 

Assertion Fault：例外処理の欠落によって発生
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[2]Vahabzadeh, A., Fard, A. M. and Mesbah, A.:  
An Empirical Study of Bugs in Test Code, ICSME-2015, pp. 101‒110 (2015). 



Missing Assertionの例

 10 ※DERBY-2560



False Alarm
• VahabzadehらはFalse Alarmを5種類に分類[2] 

Semantic Bug：仕様やコードに矛盾が生じる 

Flaky Test：同バージョンでテストが成功・失敗を繰り返す 

Environmental Bug：パス区切りなど環境による違いによる 

Inappropriate Handling of Resource：テストの依存性による 

Obsolete Test：古いテストを使用した際に予期せぬエラーが起こる
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[2]Vahabzadeh, A., Fard, A. M. and Mesbah, A.:  
An Empirical Study of Bugs in Test Code, ICSME-2015, pp. 101‒110 (2015). 



BreakingOutBug 
Finder
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調査項目
• ツールが検出したSilent Horror，False Alarmを引き起
こすテストコードの不具合は各プロジェクトの全不具合の
うち何件か？ 

• 実際にSilent Horror，False Alarmを引き起こす不具合
は何件か？
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ファイルの変更部分(chunk)

• ファイルの変更のかたまりをchunkと呼ぶ 

DELETE：行の削除 

INSERT：行の追加 

REPLACE：行の修正(削除および追加)
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ファイルの変更
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DELETE

INSERT

REPLACE

※HBASE-15634



検出の手順

1.変更のあったメソッドのうち，コードが追加された
(INSERT，REPLACE)行を取得 

2.(1)の親コミットを取得し，コードが削除された
(DELETE，REPLACE)行を取得 

3.(1)(2)について，ファイル名が”.java”で終わらないファイ
ルを除外
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検出の手順
4.各ファイルのchunkについて 

A. メソッド内の変更は，INSERT，DELETE，
REPLACEのうちどの変更か？ 

B. どのメソッドが変更されたのか？ 

メソッドの変更については，INSERTがX行以内，か
つDELETEがX行以内(X=1, 3, 5) 

C. (B)を満たす場合，SilentHorrorProne
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検出の手順
• フィルタ： Type: Bug, Resolution: fixed 

• フィルタされた不具合からそれぞれ10%を目視 

実際にSilent Horror，False Alarmを引き起こしたか
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評価実験
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対象プロジェクト
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プロジェクト
プロダクトコード
の行数(KLOC)

テストコード 
の行数(KLOC)

不具合報告数 
(件)

Derby 386 370 614

HBase 587 195 440

Hive 836 124 295

Hadoop HDFS 101 57 286

Hadoop Common 1,249 380 279

Hadoop Map/Reduce 60 24 231

Accumulo 405 78 187

Qpid 553 93 152

Jackrabbit 247 107 145

Cloud Stack 1,361 228 111

※既存研究のデータのため，調査する必要あり



目視結果

現在目視中
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